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ラ ット の 血 圧 と 血 液 性 状 に 与 え る 影 響

佐 智 江　　 田 村　 吉 美　　 泉 谷　 希 光

血 圧 発 生 要 因 に つ い て は 食 塩 と の 関 わ り に お い て、 既 に 多 く の 報 告 が あ る。 近

ウ ム と そ の 他 の ミ ネ ラ ル（K,Ca,Mg ）と の バ ラン ス など が 注目 さ れ てい る。 本 報 で

に よ り 体 液 浸 透 圧 の 上 昇、 飲 水 量 の 増 加。 ひ い て は 循 環 血 液 量 が 増 加し 腎 臓 の

と い う メ カ ニ ズ ム に 対 し、 補給 さ れ る 飲 水 量 の 多Jj.- や、 飲 水 源 の 種 類 を 水以 外

液 に 変 え る こ と に よ っ て 起 こ る ラ ット の 血 圧 へ の 影 響 な ら び に 血 清 中 の ミ ネ ラ

リ セ リ ド（iG ）,   総 コ レ ステ ロ ール（T-Ch ）に 与 え る 影 響 につ い て 検 討 し た。

験 動 物 と し て≪istar(Wky ）,      SHR 雄 ラ ット を 用 い.      2 週 間 予 備 飼 育 後。

８ 週 間 を 試 験 期 間 と し た。 飼 料 は 市 販 飼 料Ｃ Ｅ － ２ （ 日 本 ク レ ア ） を ベ ース に。

を2   % にsa  合 調 整 し た。 実 験 群 は 飲 水 源 とし て 水、 市 販 牛 乳 の３ 倍 希 釈 液,      3

の ３ 種 類 と し。 そ れ ぞ れ 自 由 摂 取と 制 限 群 を 設 定。Wky,       SHR 各6 群 （1

し た。 試 験 期 間 中 毎 週１ 回 体 重 と 血 圧 の 測 定 を 行 っ た。 飼 育 終了 後 採 血 し、 血

ミ ネ ラ ル は 炎 光 光 度 法,     T G, Ｔ － Ｃ ｈ は 市 販 の キ ッ ト に よ り 定 量 し た。

圧 はW   k   y の1  0  週 令 以 降、 牛 乳 群 で 低 い 傾 向 を 示し,      S  H R で は ８ 週 令 よ り

(180 ・200inmHg) な り,      1  0 週 令 以 降 は 平 衡 状 態 であ っ た。1    5 週 令 時 に は 各 群 共

由 摂 取 群 よ り。。制 限 群 の 方 が 高 い 値 を 示 し た。 血 清 中N   a 値 は 食 塩 摂 取 量 の 多

ｙ よ りS   H R の 方 が 高 く、C    a はw   k  y の 牛 乳 群 で 高 い 値 で あ っ た。 Ｔ G, Ｔ

群 間 に 一 定 の 傾 向 は 見 ら れ な か っ た が．W  k    y とS  H  R の 含 有 値 を 比 較 す る と

が 有 意 （ β＜0.01 ）に 高 かっ た。

飼料N    a  ／K 比 が 高血 圧自 然発 症ラ ット の血圧 に及 ぼ す影 響（ 第2 報 ）

聖 霊女 短大　　 ○出 雲悦 子　 松 本 祥子　　実 践女 大家 政　 中 川 靖枝

国 立 健・ 栄 養研　 辻　啓 介　 市 川富 夫

目的　 高 血圧 の発 症は食 塩の 過剰 摂取に よる もの が多い とさ れ、 その対 策 とし て は、 ナ

ト リ ウムの 摂取 を抑 制し、 カリ ウ ムの摂取 を増 すこ とが望 まれ てい る。し かし、 ナトリ ウ

ムとカ リウ ムの 摂取 比率（ Ｎ ａ ／Ｋ 比）を どの 程度 にした ら高 血圧 を予防 する こと がで き

るの かは まだ充 分に は解明 され てい ない。 そこ で、 第一１ 報にお いて、 実 験的 に食 塩の添 加

量を 変化さ せてＮ ａ ／Ｋ比 を調 整し た飼料 に よる高 血圧自 然発 症ラ ット（S   H  R ） の 血 圧

やミ ネラル 出納 に及 ぼす影 響を みた ところ 、N    a ／K 比 の低い 群が 血圧 の上昇 は抑 制さ れ

た。 今回 は、 飼料 ナトリ ウ ムを一定 とし カリ ウ ム量 を変え て何 様 の実験 を行 なっ た。

方 法　 実験動 物 は13 週 齢雄性S    H  R を 用 い た。 飼料の ミネ ラル は．A   I  N -  76 ミ ネ ラ

ル 混合 の組成 を参 考にし て、カリ ウ ム・ フ リ ー・ ミ ネラル 混合を 調製し た。食 塩は1.33 ％

とし 、N    a ／K 比 を3.7,    2
しo回o
．6と なる ように クェ ン酸 カリ ウ ム及 び 硫m カ リウ ムを 加

え て調製し た。S   H  R は ４ 群 とし、 １群 ５ 頭で21 日 間 飼育し た。飼料 は蒸 留水 とと もに自

由摂取 とし、血 圧は ５日お きに ラット 尾動 脈圧 測定 装置に て非 観血的 に 測定し た。15 日 目

の血圧 測定 後ラ ットを 代謝 ゲー ジに入 れ、実験 終了 後２日間 の尿・ 糞を 採取し た。 血漿・尿・

糞のミ ネラ ルは 原子吸 光法 で測定し た 。

結果　 血 圧は 飼料N    a  ／K 比 の最も 低い0.6 群 が 上昇 を抑 制する 傾良 にあ った。 血漿 の

N    a ／K 比 は各 群と もほぽ 同様 であっ たが、 実 験開始 後７ 日目 におい ては、N    a ／K  比

0.6 群 が やや 低い 値を示し た。 尿中N    a ／K 比 は　、 飼料中N    a ／K  比 に 比例し て　、4.1,

2.2,    0.9,   0.6と 、 ほぼ 同じ 値であ っ た。


